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Ceriporiopsis subvermispora を用いた 
コーンストーバーの糖化前処理に関する研究 

 
 

環境計画研究室 古橋 弘至 
 

1. はじめに 

トウモロコシの非可食部，コーンストーバーは，多量

のセルロース，ヘミセルロースを高分子リグニンが被覆

する化学構造を有しているため，糖化，及びエタノール

発酵するには脱リグニンが必要である．Wan and 

Li(2010)により報告された、環境面に配慮した白色腐

朽菌(Ceriporiopsis subvermispora)を用いた脱リグニ

ンプロセスを我々も実施したところ，既報ではコーンスト

ーバーに生育するとされた C.subvermispora の生育

が確認で き なか っ た ． そ こ で 本研究で は ,C. 

subvermispora の生育法に関する検討と脱リグニン化

の検討を実施した．なお，用いたコーンストーバーは，

農閑期に残留肥料成分を吸肥する目的で施用されたト

ウモロコシであり，栽培期間 60日間のものである． 

2. 実験方法 

2.1バイオマス 

 実をつける前のトウモロコシを使用し，根を除く

茎と葉をコーンストーバーとした．

C.subvermispora 培養の前処理として，乾燥コーン

ストーバーが 5%となるように蒸留水を添加，オー

トクレーブ(120℃，20 分)した．回収バイオマスを

乾燥後，同バイオマスが 5%となるように 80%アセ

トン溶液を添加，抽出(24 時間，室温)した． 

2.2 C.subvermispora 培養 

上記処理済み乾燥バイオマス 3g を滅菌の後，別

途 Malt extract 培地に前培養した同株を植菌した．

培養終了後，バイオマスは滅菌を行い，乾燥後デシ

ケーターで保管した．  

2.3酵素糖化 

NREL プロトコルに基づき実施した．乾燥バイオマ

ス 0.15g に対して酵素溶液(60FPU/g-基質)9.85ml 添

加し，45℃で72時間振とう撹拌した．酵素溶液は0.1M

酢酸緩衝液(pH4.5)にセルラーゼ，2%アジ化ナトリウム

を溶解させたものである．糖化終了後，糖化反応を停止

しグルコースおよび還元糖を測定した． 

2.4統計解析 

グルコース，還元糖を多重比較検(Tukey-Kramer 

test)し,また 2群の差の検定は t検定を行った． 

3. 結果と考察 

3.1 C.subvermispora 培養の前処理効果 

熱水・溶媒抽出の C.subvermispora 培養への影響

を見た(繰り返し回数 3 回)．その結果，熱水・溶媒抽出

を行った系のみいずれも C.subvermispora が生育し

た．用いたコーンストーバーに，C.subvermispora を

生育する方法を確立した．なお，熱水・溶媒抽出成分に

C.subvermispora の成長阻害要因があると考えられ

るが，この点は引き続き調査中である． 

3.2 C.subvermisporaの糖化前処理効果 

各バイオマス，つまり C.subvermispora 培養の前処

理を行っていないブランク，培養前処理を行ったコント

ロールⅠ，培養前処理を行い C.subvermispora 培養

条 件 下 に 供 し た コ ン ト ロ ー ル Ⅱ お よ び

C.subvermispora 培養を行った 14 日培養と 28 日培

養について糖化を実施した(図 1)．その結果，コントロー

ルⅠおよびⅡが高いグルコース回収量を示した(危険率

5%)．また，C.subvermispora 培養系では，培養日数

の増加に伴いグルコース回収量が有意に減少した．こ

の結果は Wan and Li(2010)とは異なる結果であり，

C.subvermispora株間の差異あるいは用いたバイオマ

スの特質に原因が考えられる．なお，用いたバイオマス

は，充分に成長したトウモロコシのコーンストーバーと比

べて C.subvermisporaが資化するへミセルロース画分

が少ないことを補記する． 

本研究の酵素糖化では，熱水・アセトン抽出を施すこ

とによりグルコース回収率が向上することを確認した．こ

の方法を糖化前処理と捉え，既存の効率的とされるア

ルカリ/過酸化水素処理(A/O 処理)と前処理効果を比較

した．(図 1)．その結果，熱水・アセトン抽出は A/O処理

ほどの糖化前処理効果は得られないことを確認した．

(危険率 5%) 

 
4.まとめ 

トウモロコシ非可食部を原料に，C.subvermispora

による酵素糖化前処理を検討した．用いたコーンストー

バーに対して熱水・アセトン抽出を施すことにより，

C.subvermispora を確実に生育させる方法を確立した．

一方，C.subvermispora 培養の酵素糖化に対する効

果は，グルコース回収率が低下したことから負に作用す

る結果となった． 
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図 1. AO 処理と生物処理の比較 

 


